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１０ 保育サービスを支える保育士及び放課後児童支援員の確保について 

（内閣府・厚生労働省関係） 

要望内容 

１ 保育士の処遇改善の拡充強化 

２ 放課後児童支援員の処遇改善の拡充強化 

 

（要 旨） 

１ 保育士の処遇改善の拡充強化 

本市における令和 4 年 4 月 1 日現在の待機児童数は、保育園等の定員を

増加させたことなどにより、前年度に比べ 6 人減の 5 人となりましたが、

ゼロとはなりませんでした。 

本市においては、今後、保育需要に応じて更なる受入枠の拡大を図るこ

ととしていますが、広島県内の保育士の有効求人倍率が令和 4 年 1 月現在

で 3.79倍と全国で 6 番目に高いものとなっていることから、受入枠拡大に

伴って必要となる保育士の確保が喫緊の課題となっています。 

保育士の確保が困難な理由として、保育士の賃金が低いことが指摘され

ています。 

国は、「ニッポン一億総活躍プラン」において、保育士の処遇に関し、全

産業の女性労働者との賃金差の解消を図るとともに、全産業の男女労働者

間の賃金差を縮める中で、必要に応じて更なる処遇改善を行うことを示し、

平成 29年度に技能・経験を積んだ職員を対象とした月額 4 万円又は月額 5

千円の処遇改善を行い、平成 31年 4月からは、全職員を対象とした 1％（月

3,000 円相当）の処遇改善を行いました。さらに令和 4 年 2 月からは、保

育士等を対象に、賃上げ効果が継続される取組を行うことを前提として、

収入を 3％程度（月 9,000円相当）引き上げるための措置を行いました。 

しかしながら、全産業の男女労働者との賃金差の解消のためには更なる

処遇改善が必要であることから、早急に措置を講じていただくよう、格別

の御配慮をお願いいたします 
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２ 放課後児童支援員の処遇改善の拡充強化 

本市の放課後児童クラブについては、平成 27年度に受入対象学年の上限

を小学 3 年生から小学 6 年生に拡大したことを契機に利用申込者数が急増

しています。これまで、本市直営の放課後児童クラブの増設や民間放課後

児童クラブ事業者への補助により受入枠の拡大を図ってきましたが、令和

4 年 5 月 1 日現在の利用申込者数は 12,903 人であり、165 人の待機児童が

生じています。 

今後も引き続き放課後児童クラブへの需要に応じて、受入枠の拡大を図

るためには、本市直営の放課後児童クラブを増設するほか、民間活力をよ

り一層活用する必要があると考えており、そのためには、放課後児童クラ

ブの運営に必要な人材を安定的に確保していくことが重要となっています。 

こうした中、国において、令和 4 年 2 月から、放課後児童支援員等を対

象として、賃金改善を行うために必要な費用を補助する「放課後児童支援

員等処遇改善臨時特例事業」を実施していただいたところですが、依然と

して保育士同様に、本市直営、民間ともに人材の確保は困難な状況にある

ことから、更なる処遇改善を図っていただくよう、格別の御配慮をお願い

いたします。 
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（参 考） 

１ 保育園の待機児童数の状況（各年度 4月 1日現在） 

  （単位：人） 

 

２ 保育士の有効求人倍率（令和 4年 1月現在） 

  全国   2.92倍 

  東京都  3.43倍（全国 12位） 

広島県  3.79倍（全国 6位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 平成 30 年度 平成 31 年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

定 員 
（対前年度比） 

28,336 
（846） 

28,940 
（604） 

29,419 
（479） 

30,002 
（583） 

30,118 
（116） 

入園申込 

児童数 

（対前年度比） 

  27,398 
（563） 

  27,898 
（500） 

28,122 
（224） 

27,964 
（▲158） 

27,804 
（▲160） 

入 園 

児童数 
26,681 27,100 27,323 27,424 27,281 

入園希望 
(入園待ち) 
児童数 

717 798 799 540 523 

待 機 
児童数 

（対前年度比） 

63 
（▲30） 

36 
（▲27） 

33 
（▲3） 

11 
（▲22） 

5 
（▲6） 
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３ 放課後児童クラブの待機児童数の状況（各年度 5月 1日現在） 

（単位：人）  

区  分 平成 

27年度 

平成 

28年度 

平成 

29年度 

平成 

30年度 

平成 

31年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 

令和 

4年度 

定    員 

（対前年度比） 
9,686 

11,500 

(1,814) 

12,215 

(715) 

13,343 

(1,128) 

13,966 

(623) 

15,672 

(1,706) 

16,229 

（557） 

16,410 

（181） 

利用申込者数 

（対前年度比） 
7,668 

8,669 

(1,001) 

9,778 

(1,109) 

10,588 

(810) 

11,599 

(1,011) 

12,213 

(614) 

12,178 

（▲35） 

12,903 

（725） 

待機児童数  

（対前年度比） 
238 

44 

(▲194) 

202 

(158) 

25 

(▲177) 

85 

(60) 

119 

(34) 

40 

（▲79） 

165 

（125） 

 

４ 放課後児童支援員・児童館指導員の採用状況 

（単位：人） 

募集 

開始 

日 

令和 2年度 令和 3年度 

 4/1 6/1 8/1 10/1 12/1 1/1  4/1 6/1 8/1 10/1 12/1 1/1 

募集 

人数 
230 30 25 20 20 15 120 245 30 30 30 25 20 110 

応募 

者数 
125 17 18 9 10 14 57 90 20 8 8 12 8 34 

採用 

者数 
71 11 11 5 6 8 30 65 14 4 4 9 5 29 

※ 本市では、放課後児童支援員及び児童館指導員を同一の採用試験で採用し、放課後

児童支援員か児童館指導員のいずれかとして配置しています。 

 


